
●
8
月
29
日	

晴
明
庵
伊
東
信
徒
訪
問

	
	

当
住
上
人
・
大
坪
師
、
鈴
木
元
子
刀
自
墓
参
。

●
9
月
1
日	

茂
原
大
本
山
鷲
山
寺
佐
藤
日
賢
猊
下
管

長
推
戴
式

●
9
月
6
日
〜
8
日	

教
学
研
究
所
総
会

●
9
月
13
日
〜
15
日	

日
蓮
聖
人
佐
渡
遠
流
＆
御
赦
免

7
5
0
年
団
参
旅
行
（
上
記
参
照
）

●
9
月
23
日	

秋
彼
岸
会
中
日
法
要

●
9
月
24
日	

第
13
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
9
月
25
日
〜
29
日	

教
師
養
成
特
別
講
習
会
第
1
期

沼
津
大
本
山
光
長
寺
・
宗
務
院
・
茂
原
大

本
山
鷲
山
寺

●
9
月
29
日	

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
常
任
理
事
会　

於 

池
上
本
門
寺

●
10
月
7
日	

猿
江
木
祭
り　

於 

猿
江
別
院

●
10
月
12
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
常
任
理
事
会
「
成

道
会
の
集
い
」
実
行
委
員
会

	
	

於 

浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

●
10
月
19
日	

第
57
回
仏
教
伝
道
文
化
賞
贈
呈
式

	
	

於 

仏
教
伝
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

●
10
月
22
日	

鷹
楽
茶
会　

於 

高
田
馬
場
茶
道
会
館

●
10
月
25
日	

日
本
青
年
会
議
所
宗
教
部
会
創
立
50
周

年
記
念
式
典　

於 

増
上
寺

●
10
月
27
日	

全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
第
70
回
記
念
大
会

於 

帝
国
ホ
テ
ル
東
京

●
11
月
3
日	

お
会
式
・
昭
和
新
本
堂
落
慶
40
周
年
記

念
法
要
（
裏
面
参
照
）

●
11
月
6
日
〜
10
日	

教
師
養
成
特
別
講
習
会
第
2
期

於 

尼
崎
大
本
山
本
興
寺

●
11
月
10
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
理
事
会

●
11
月
12
日	

竹
灯
籠
能「
花
月
」・
落
語
会「
粗
忽
の
釘
」

「
甲
府
い
」
❶

●
11
月
13
日	

（
公
財
）
全
日
本
仏
教
会
理
事
会

	
	

於 

京
都
し
ん
ら
ん
会
館

●
11
月
14
日	

日
蓮
聖
人
門
下
連
合
会
京
都
理
事
会　

於 

京
都
本
山
妙
覚
寺

●
11
月
15
日	

専
光
寺
（
お
向
い
）
御
先
代
住
職
本
葬
儀

●
11
月
17
日	

池
上
本
門
寺
献
茶
式

●
11
月
18
日	

世
田
谷
区
歴
史
文
化
物
語
烏
山
歴
史

「
街
歩
き
」
団
体
来
山

●
11
月
18
日	

第
14
回
納
骨
堂
建
設
委
員
会

●
11
月
20
日	

全
日
本
仏
教
青
年
会
新
井
新
理
事
長
就

任
祝
賀
会　

於 

大
阪
日
航
ホ
テ
ル

●
11
月
21
日	

伊
勢
神
宮
内
宮
参
拝

	
	

写
真
中
央
＝
久
邇 

朝
尊
伊
勢
神
宮
大
宮
司
❷

●
11
月
24
日	

仏
教
主
義
学
校
連
盟
第
40
回
弁
論
大
会

於 

立
正
中
学
校
・
高
等
学
校 

行
学
ホ
ー
ル

●
11
月
27
日	

鍋
島
客
殿
保
存
会
❸

●
11
月
29
日	

組
内
寺
院
納
会　

於 

上
野
東
天
紅

●
12
月
5
日	

東
京
都
仏
教
連
合
会
成
道
会

	
	

於 

有
楽
町
朝
日
ホ
ー
ル
❹

	
	

理
事
長
に
就
任
し
た
当
住
上
人
は
謝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

●
12
月
5
日	

東
京
ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会

	
	

於 

帝
国
ホ
テ
ル
❺

3 尺×4 尺＝6 基
3 尺×3 尺＝6 基
2 尺×2 尺＝8 基

詳細は当山までお問い合わせ
ください。

新規墓所
ご 案 内

　令和 5 年９月13日〜15日、佐渡にて日蓮聖人門下連合会主催に
よる日蓮聖人観心本尊抄述作 750 年記念法要が開催されました。
　一日目は、霊跡寺院根本寺において昼食後、本堂にて祈願法要、
ご法話、竹中御貫首から日蓮米を頂きました。
　二日目、妙照寺では火災によって焼失した本堂跡に大テントを張り、
田中理事長御導師（日蓮宗宗務総長）にて慶讃記念法要が奉修され
ました。鈴木浄元御貫主から
は令和 6 年に地鎮祭、同 8
年には新築完成と同寺の復興
を述べられました。その後、
妙宣寺において佐藤日賢猊下
導師による法要を奉修、ご貫
首から宝物殿をご案内頂きま
した。（梅原正隆）

行程表（令和 5年９月 13日〜 15日）
13 日（水）	東京駅（上越新幹線）8：24発→新潟駅着→新潟港→一の谷根本寺にて昼食・

参拝→佐渡金山遺跡見学→ホテル万長に宿泊
14 日（木）ホテル出発→妙照寺にて宗祖日蓮聖人『観心本尊抄』述作 750年記念報恩法

要参席→佐渡歴史伝説館にて昼食・阿仏房見学→妙宣寺参拝→ホテル着・懇
親会

15 日（金）ホテル出発→史跡佐渡金山見学→両津港周辺にて昼食・買物等→両津港発→新
潟港にて現地解散

法要のご案内 （別紙参照）

孟蘭盆会施餓鬼法要

節分会追儺式（豆まき）・正隆会

春季彼岸中日法要

猿江稲荷大祭法要
7月16日（火）　

2 月3日（土）

3月20日( 水・祭　春分の日）

5月2日（木）

コロナウイルス感染の拡大防止のため、感染対策を十分に行い奉修いたします。

初座：午前11時　第二座：午後 2時　動物諸霊法要：正午

午前11時　猿江別院

新孟蘭盆会法要（新盆）午前11時孟蘭盆会法要　
午後 2時　動物諸霊法要：正午

鵠
沼
・
晴
明
庵	

11
月
23
日	

御
報
恩
会
式                              

桑
港
・
日
蓮
教
会	

8
月
20
日	

盂
蘭
盆
会
お
施
餓
鬼
　

	
	
	

日
天
上
人
・
平
日
如
上
人
第
27
回
忌
❻

	

11
月
26
日	

お
会
式
　
園
田
顕
敦
師
奉
修
❼
　

猿
江
・
猿
江
別
院	

8
月
24
日
・
10
月
5
日
・
12
月
14
日
写
経
会

馬
の
背
を
分
け
て
豪
雨
の
後
の
涼

素
麺
の
ま
に
間
に
涼
の
氷
か
な

四
歳
ぶ
り
涼
呼
ぶ
夜
空
大
輪
火

空
蝉
の
腹
白
く
あ
る
晩
夏
か
な

友
垣
の
好
物
知
り
ぬ
吊
る
し
柿

秋
い
ま
だ
青
柿
路
地
に
落
つ
を
見
る

竿
先
を
二
つ
に
割
り
て
柿
取
り
ぬ

菊
浮
か
ぶ
重
陽
の
盃
香
り
あ
り

二
等
星
遠
つ
銀
河
の
光
観
る

天
の
川
幾
重
織
り
な
す
物
語

萩
の
月
茶
よ
り
ミ
ル
ク
相
性
良
し

秋
の
味
欧
米
人
も
箸
使
ひ

秋
の
灯
は
四
条
橋
よ
り
遥
ま
で

竹
灯
籠
案
内
の
先
に
深
む
秋鴉

鵠

葉月・長月・神無月・霜月
俳句事始

境
内
情
景

山門のイチョウ 山茶花 ハスの実 ヤモリの赤ちゃん

55No.

妙 寿 寺 の 心 の テ ラ ス に 集 う

季刊『寺楽寿』は東京都世田谷区北烏山の法華宗（本門流）
本覺山妙壽寺が発行する寺報です。

檀信徒の皆さまをはじめ、妙壽寺にご縁のある皆さまに
広くお読みいただければ幸いです。

当山先々代三吉日照上人の提唱による
当山スローガンです
揮毫＝大本山本興寺御閑士大平日晋上人

本覺山　妙壽寺　〈法華宗（本門流）〉 
〒157－0061　東京都世田谷区北烏山 5－15－1
電話 03－3308－1251　FAX.03－3308－7427
ホームページ　http://myojyuji.or.jp令和 6年 1月 1日発行

　

無
上
道
が
発
刊
以

来
九
〇
〇
号
と
い
う

節
目
を
迎
え
ま
し
た
こ

と
、
心
よ
り
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、

支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
全
国
の
寺
院
教
会

布
教
所
、
檀
信
徒
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
枚
の
写
真
を
見
た
記
憶
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
無
上
道

発
刊
に
あ
た
り
、
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
、
時
の
宗
務
総
長
で

あ
っ
た
松
井
日
宏（
正
純
）上
人
、
初
代
編
集
長
で
あ
っ
た

小
笠
原
日
堂
上
人
な
ど
、
発
刊
に
携
わ
れ
た
方
々
が
写
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
方
々
は
、
皆
様
ご
存
じ
の
よ
う
に
戦
時
中
、
曼
荼

羅
国
神
不
敬
事
件
い
わ
ゆ
る
昭
和
法
難
に
て
当
局
に
拘
束

さ
れ
な
が
ら
も
、
命
が
け
で
宗
祖
日
蓮
大
聖
人
や
日
隆
聖

人
の
教
え
、
す
な
わ
ち
正
法
を
守
り
抜
い
た
方
々
で
す
。

　

昭
和
二
十
年
に
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
結
し
、
日
本
は
敗

戦
国
と
し
て
社
会
、
経
済
共
に
混
乱
を
極
め
て
お
り
ま
し
た
。

宗
教
界
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
寺
院
で
は
農
地
解

放
に
伴
い
、
寺
院
経
営
が
難
し
く
な
る
と
い
う
大
き
な
問
題

に
直
面
、
宗
門
も
そ
れ
ま
で
の
三
派
合
同
か
ら
法
華
宗（
本

門
流
）の
確
立
に
向
け
て
、
如
何
に
正
法
を
流
布
し
て
い
く

か
、
自
分
た
ち
の
教
え
の
正
し
さ
を
伝
え
て
い
く
か
と
い
う

問
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
、
こ
の
無
上
道
は
産
声
を
あ
げ
た
の
で
あ
り

ま
す
。

　

昭
和
二
十
四
年
、
未
だ
復
興
も
十
分
で
な
く
、
紙
も
不

足
し
て
い
た
と
き
、
正
法
を
弘
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
決
意

は
、
正
法
を
命
が
け
で
守
ら
れ
た
方
々
、
そ
し
て
そ
の
息
吹

を
共
に
経
験
さ
れ
た
方
々
か
ら
の
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

現
在
、
時
代
は
A
I
の
発
達
に
伴
い
、
雑
誌
と
い
う
媒

体
自
体
も
衰
退
し
、
大
き
な
変
動
期
に
あ
り
ま
す
。
加
え

て
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
時
代
で
す
。
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
、
本
誌
を
お
手

に
さ
れ
て
い
る
皆
様
は
無
上
道
を
手
に
し
て
い
る
と
い
う
一

点
に
お
い
て
、
皆
、
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
先
師
の
強
い
思
い

を
連
綿
と
受
け
継
ぐ
無
上
道
を
手
に
し
、
一
人
で
も
多
く
の

方
へ
お
薦
め
い
た
だ
き
、
お
題
目
の
広
宣
流
布
に
邁
進
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。�

（
宗
務
院 

布
教
部
長
＝
当
住
上
人
寄
稿
文
）

No.11リレーコラム

一枚の写真  三吉廣明法華宗布教機関誌無上道
創刊第900号記念

令
和
六
年
元
旦 「涅槃図」より　中村美希・画    

て
ら
に
っ
き

寺
日
記

1 月 6日（土）	 初題目・勉強会「法華経へのいざない」拝読 5

2 月 3日（土）	 節分会・勉強会「法華経へのいざない」拝読 6

3 月 9日（土）	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 7

4月 13日（土）	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 8

5月 2日（木）	 猿江春季大祭　午前 11時猿江別院

6月 8日（土）	 勉強会「法華経へのいざない」拝読 9

7月 6日（土）	 写経会

　当山では、毎月第2土曜日午後2時よ
り月例講正隆会を開催しております。仏教
や法華経についての勉強会や写経会、また
ウォーキング課外活動を行っています。檀
信徒、ご友人どなたでも参加できます。例
会では、毎回1時半より正隆廟墓前法要
を奉修しております。午後 2時開催

新型コロナウイルス感染拡大防止のため離隔距離をとり、実施いたします。

当住上人
の

宗務院宗務院 diarydiary
9/12,11/29,12/8　内局会議
12/5	 責任役員会議
12/18	 教学研究所所員会議

❼❼

❻❻

❶❶

❷❷

❸❸❹❹

❺❺

猿江別院御写経会

※毎回、木曜日 13時～19時　参加費：500円
2月1日(木) 

日蓮聖人佐渡遠
おん

流
る

 
＆

観心本尊抄述作750年団参旅行

正隆会旅行



お会式・昭和新本堂落慶40周年記念法要
令和五年十一月三日

　昨年 11月３日御会式に併せて昭和新本堂落慶（昭和 59年 5月 13日）
40 周年記念天童稚児法要が 30 余名の住職お上人のご出仕を戴き奉修
されました。稚児 37 名は永隆寺様（お向い）より当山外周を一廻り、
御宝前に献花。また、表白文を奉読し（円内写真）法要に花を添えました。

　当住上人は奉告文の中で当時の建設委員会物故者名を挙げご回向、
また、記念事業等の報告、さらに今後の事業の発願を致しました。
　ここに稚児皆さんのご健康・学業増進、無事成長をお祈り
申し上げます。


